
「世界津波の日」に合わせた紙面座談会について

「世界津波の日」地方新聞紙面座談会の実施

 趣 旨：「世界津波の日」の紹介とともに、「稲むらの火」の逸話や、観光地としての価値を高めながら
津波に強いまちづくりを進める静岡県伊豆市土肥地区の取組事例を紹介しつつ、
強くしなやかな国づくりや次世代への期待等について意見交換を行い、その概要を
関係地方新聞紙面等に掲載。

 参加者：山本国土強靱化担当大臣、藤井内閣官房参与、西川賀巳氏（平成29年度黒根地区区長）、
野毛貴登氏（土肥温泉旅館協同組合理事長、土肥中学校PTA会長）、
戸丸彰子氏（フリーアナウンサー）

 掲載日：平成30年11月５日（月）

 掲載紙について

○関係16紙
・東日本大震災での被災３県（岩手日報、河北新報、福島民報、福島民友）
・南海トラフ地震において甚大な被害が予想される７県（静岡新聞、
中日新聞=愛知・三重=、徳島新聞、高知新聞、大分合同新聞、宮崎日日新聞）

・「世界津波の日」高校生サミット開催県（紀伊民報、紀州新聞、紀南新聞、
日高新報、熊野新聞、わかやま新報） 等

○共同通信サイト「OVO（オーヴォ）」

掲載紙面の一例（わかやま新報）
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